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第 三 章 地 質

第 一 節 三 郡 山 塊 の 本體 をな せ る

古 期 成 層 岩 及 び 火 成 岩

緒 言 三郡 山塊の うち本調査区域 に於 て最 も廣 く登達せ るは、種 々の角

閃岩Amphibolite及び 覧岩 ・蛇紋岩・火成角閃岩Amphibololite(即 ち 角閃石岩

Hornblendite)等 の塩基性 火成岩 にして、角閃岩 の大部分 は東西 の走向を有 し概 ね急

角度 を以 て傾斜せり。此間種 々の脈岩 あり て、或は岩床Sheetsを なし或は岩脈Dykes

をなして密接 に結合せ り。斯 くの如 きは調査区域 に於け る地表の地質な りと錐 も、そ

の深層に於 ては汎 く連続 した る花 淘岩類Graniticrocksの 底盤 あり て、諸所 に角 閃岩其

の他の岩石 を貫 きて大小の露出 をな し・殊に地域の東北 部 に於て梢大な る露 出をな

す。以上の關係は最 もよく模式 圖(第 三圖)に 示 された り。

斯 くの如 く本地域は角閃岩 に加ふ るに種 々の火成岩 を以つて し、地質構造甚複雑 な

るが上に古期岩 層は其の後送入せ る火成岩の爲め一部変質 作用 を うけ、元來同一の岩

層 も所 にようて其の岩質 を異 にし、加ふ るに其 の後 に於 け る造 山作用は火成岩 も成層

岩 も共 に変質 せ しめ、屡 々その本來の性質を失ふに至 外 地質構造彌が上に も複雑 を

極 め此が眞相 を捕捉 し難 き點あ るも、地 質構 造上新建系 及び鳴淵系 の二者 に分つ を

便宜 とし、雨系の特徴 を掲 ぐれば次表の如 し。

斯 くの如 く新建系 と鳴淵系 とは其走向を異 にし、其の境界 には一の弧線 を描 き、鉾

立 山 より陣 ケ田尾 を経て金出に至 る撒樋岩 及び 蛇絞岩は、 この断層面 に沿 ひて露出

した るものの如し。
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第 四 圖 新 建 系 地 質 断 面 圖



新建系の分布及び構造 本累層は糟屋郡久原村新建演習林を中心こして西は山

田村に連な う、東は篠栗町字萩 ノ尾に達せ ウ。

凡 そ本累層 は主 として角閃岩 より成 る。 され ど各部分 に於て稻 其の岩 質を異に し、

其 の東部に於 ては 黒雲母花崗 岩 の送入せ るものあ ち。其影響 に依つて 角閃岩 中に多

くの塩基性 長石 を生 じ、且 つ巨晶花崗 岩Pegmatite半花崗 岩Aplite等 の岩 朋iによつて

貫か る。之 に反 して 中央部新建 團地附近 にては 全 く是等 の現象 を鉄 きて純粋 な る角

閃岩 とな り、西北部犬鳴峠に通ず る新設縣道に沿ひては剥理著 し く登達 して一部 片岩

状 を呈せ う。尚 ほ本 累層中には庭々に閃緑岩 質の小岩脈の送入せ るものあ りて、その

邊縁 に於 ては特殊の接鯛変 質作用 を認む ることあ り。以上新建系 の構造を模式的に示

せば第 四圖の如 し。

総て是等の角閃岩は概 ね西 々北一束 々南 の走 向を有 す るも、傾斜 は随所同 じか らず

して北方叉は南方に傾 斜 し、地層甚 しく錯雑 し其の間多数 の断層 を想像 さるるも、漢

谷部 を除 きては 岩石の露出充分 な らざ るを以て 未だ各個の断層線 を追跡す るに至 ら

ず。然れ ども現在の調査の程度 に於 て是を概観す るに、上述せ る区域の略中央を東北

より西南 に走 る一線 を劃 して東西互に傾斜 を異 にし、雨牛部各 々二本 の向尉軸 と二本

の背斜軸 ごを作 う、東半部は西半部 に比 し少 しく南方 に転位 せ るが如 き關係 を示す。

尤 も妓に向斜軸或は背斜軸 ご稽 した るは、是等の軸 を境 こして両側 の傾斜互 に反対 す

るの謂 にして、この附近 にては岩層甚し く急角度 をなし直立す るものす ら稀 な らざ る

を以 て(a)同 一岩層が摺 曲して向斜並に背斜 をなせ るものか・(b)断 層に よりて場す

るものか、或は単 に(c)一 部直立せ る上部より 下部 まで一続 きの累層が局部的 に或は

北 又は南に傾 斜せ るものな りやの問題 に至 うては猶ほ確證 を得 るに至 らず(第 五圖)。

若 し(c)の 假定に從ひ 且つ 岩質上最南部の角 閃岩 を最 も若 き ものこすれば・ その

北 にある背斜軸の北翼 の岩層の層序は裏返 りをなせ しものにして、現在 の下盤 は層位

學上の上盤に属すべ きこことな り一見奇 な るが如 く、且 つ斯 くの如 き假定 に從へ る角

閃岩の上層 ご下 層 との岩 質の差異 ようも、同一層位上 に於け る東西両 端 に於け る岩質

の相違却つて大 な るを以つて寧 ろ實情に即 せざ るが如 きも、此場合 と錐 も裏返 りせ る

角閃岩の部分 と然 らざる角閃岩 との間に、一大断層叉は多数 の小断層 を考ふれば説 明



第 五 圖a.裾 曲せ るもの こ假定せ る新建系の構造

第 五 圖b・ 断層 にて境せ るもの と假定せ る新建系の構造

第 五 圖c.局 部的 に傾斜饗化せ る一累層 と假定ぜ る新建系の構造

必 らず しも困難な らざ るべ く、叉實際斯 くの如 き小断 層の豊富 な ることは既に地形 の

項 に於て説明せ る庭な う。斯 くの如 く新建系各部の關係は術 明かな らざ るものあ う。

或は軍に同一累層が摺曲した るものに非 ざ るにせ よ、甚 しく相異な る雇位 に属す るも

のには非ざること殆ん ど疑 ひな く、その岩石學上 の性 質 より考 ふ るも同一系に属す る

もの こして不可なか るべ し。

鳴淵系の分布及び構造1 ここに鳴淵系 ご假稻す るものは陣 ケ田尾断層 よわ東南

に登達す る古 期菱 成岩の総稽 にして、主として種 々の角閃岩Amphiboliteよ うな う其

間歎條の珪岩及び石灰 岩の薄層 を挾有す。而 して、本 累層の西北部 は前記陣ケ田尾断

層 に浩 ひて送入せ る蛇紋岩 並に 撒掩岩 の大岩脈 に よつて断だれ、叉南 は金出川の谷

を隔て て若杉 山北方斜面の同一岩層 に蓮な るも、金 出川の 北岸 に近 く略 これに平行

して東西 に走 る火成角閃岩(=角 閃石岩)並 に蛇紋岩 に よつて横切 らる。

掬 も本累層の特徴は其の大部分角閃岩 ような るも、新建系の ものに比すれば一般 に

甚 し く粗粒なることに して、往々肉眼にて柱状 をなせ る角閃石の結 晶を認め得べ く、

是等の黒色柱状 の角閃石の結晶は略一定の方向に排列 して爲 に片状 を呈 し、其 の著 し



きものは角閃片岩 に移過す。 又部分 に ようては角閃石の外に多量 の斜長石 を伜 ふ こ

とあ う。斯 るものは 角閃岩 中に送入せ る閃緑 岩質脈岩の片朕 を呈 するもの と時に区

別困難 なることあ う。

角 閃岩 中に挾在す る珪岩 は大小 の レンズ 状 をなして産 し、風雨に侵 され難 き尤め

大 なる岩壁をなす こと勘 なか らず。篠栗町郷 ノ原北方の 「化物岩」は其の最 も亘大 な

る一例 な 妬 其 の實質 を形作 るものは石英 にして 殆ん ど両 除の鑛物 を含まず・稀 に

極 めて微量の絹雲母 を認む るのみな り。從つて 普通塊釈をなし 片状構造の登達せ る

ものを見ず。 次 に 石灰岩 も亦角閃岩中に レンズ 状をなして 胚胎す るが如 きも、從

來 を知 られた るは篠栗町一 ノ滝澤 の右岸の山地に於け る一・ケ所のみにして、同所の石

茨岩は嘗 て採掘 して他 に搬 出せ る爲め、現在 にては殆ん ど残存す るものな く其の産状

詳 になし難 きを遺械 ごす。

凡 そ是等の角 閃岩 は走向殆んど東西 にして、是 に平行に走 る火成角閃岩(=角 閃石

岩)蛇 紋岩 ・巨晶花崗岩 ・閃緑岩質賑岩等群小の岩脈 に依つて貫か る。而 して角閃岩の

傾斜は 本岩登達地域の東部 ご西部 とに於 て 互に方向を異にす。即 ち鳴淵奥ノ院の谷

の東側斜面 を界 とし、これ よう以西の ものは北方 に急斜す るに対し 、以東 のものは南

方 に傾斜 して其 の間に断層 の存在せ るを思 はしむ。尤 も東部区域 に於 て角閃岩の南方

に傾斜 す るは、金出川の谷に平行 して東西 に長 く連互 す る蛇紋岩及び火成角 閃岩(=

角 閃石岩)の 露 出地域 よりも北方のものにして、これ よう南方のものは却 つて北方 に

傾斜 乙て、妓 に も東西 に走 る一の向斜軸 叉は 断層を形作 る。前記蛇絞岩及び火成角

閃岩 はこの向斜軸 乃至断層に洛 ひて貫 入せ るものに外な らざ るな う。是等の構造 の

大要 は次の地 質断面圖(第 六圖)に よつて窺ふ ことを得べし。

新建系及び鳴淵系の關係及び其の地質時代 以上の調査匠域中、三郡山塊の本

艦 を構成す る古期変成 岩 は新建系及び鳴淵系の両 者に別だ るる竜、其 の相互關係は断

層線 に よりて断だ るるを以 て層位學的關係 を明かにす るこご能はず。 唯 これを構 成

す る岩石の外観 よう考ふ るに、鳴淵系 に属するものは片理発 達す ること著 し く新建系

に属するものに比 して稽古 きが如 き戚 あるも、之が構造 よ参見 るときは新建系に属す
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第 六 、圖 鳴 淵 系 地 質 断 面 圖

るもの却つて複雑 にして、大小の断層 に断たれて多数 の小地塊 に分れ、寧ろ新建系の

古 きを想はしむ。然れ ども是等 の雨系は共 に均 しく角閃石 よりな う変質の程 度に於 て

も甚 し く差異 を認めざるを以て、雨系の間に大な る時代的間隔Timegapあ るものS

信 じ難 く、略同時期の成生物 に非 ざるや を疑ふものな う。而 して是等 の地域 に於け る

愛 成岩 が角閃岩 を主ととす るは極 め て著 しき事實 に して、恐 らく塩基性 火成岩若 くはそ

の凝灰岩 より変質せ るもの と想像せ られ、當時火 山活動の熾烈 な りしを想はしむ。
ら

是等の地質時代に至 りては尚ほ明か な らざ るもの多 く・嘗て鈴木 博士は「三郡 山彙

の一地域た る糟屋郡篠栗の北方に露出す るものは結 晶片岩 に して、其濃緑色 を呈 し時

々厚板に剥 割 し、往 々石灰岩 を爽持す るものは 角閃剥岩 又は 角閃岩若 くは輝剥岩又

は輝岩 に係れ う。此等の剥岩は 層位判然せざ るも 其大部は地上に登育せ る最蕾の地

質た る太古界 に属せ り」 と稻 した るも、近時は寧 ろ其の主とし て角閃岩 より構 成 さる

る貼 よ銚 御荷鉾系 に属 するものな らん とす るの論 一般 に承認 されつつあ るが如 乙。

然れ ども是 とて軍に便宜上の問題にして未だ確詮 あ るに非 ざるな り。

今回余 も亦此問題 に關 して鷹分の 努力 を試みた うと錐 も、途に何等の結論 に達す る

に至 らす、唯僅かに 岡本要 入郎氏が紡錘 虫を含 む石灰 岩礫 を拾得せ るを 耳 にせ るの

みなり 。同石灰岩礫が何れより 流れ來りた るものな るやは今尚不明なるも・或は鳴淵



系の角閃岩中に爽在 する石灰 岩に由來す るものに非ざ るやの疑 ひ少 し とせず 。 果 し

て然bと すれば;鳴 淵系の一部は少 くとも石炭紀乃至二畳紀 に該當す るものなり ご稻

す るを得べし。

上述の如 く調査区域内 に於 ける変成岩 の地 質時代 を定むべ き確証 な く、且 つ各系

相互の關係をも明にし得ざ る竜、強 ひて推断すれば新建系 は鳴淵系に比し稽 々古 きに

非 ざ るや を想 はしむ。蓋 し新建 系の岩層は鳴淵系の もの に比 し錯雑 し・且つ岩質に於

て も新建系の一部、例へば犬鳴道等に露出す るものに於ては、却つて鳴淵系 の角閃岩

より片理登達 し変質 の著 しきものあればな り。斯 くの如 く、新建系 を鳴淵系 に比し稽

古 きものとすれば、本調査地の変成岩 の地域 内にては先づ塩基性 凝灰岩 の堆積あ う、

次いで塩基性 熔岩の盆流 並に塩基性 火成岩 の送入あ り、最後 に一部 に純水成岩の堆積

を見た るものの如 く、當時の塩基性 凝灰岩は今 日新建系の角閃岩 に よつて・ヌ塩基性

熔二岩乃至火成岩 は鳴淵系の角閃岩 に よつて代表 され、純水成岩 は鳴淵系上部 の角 閃岩

中 に挾在す る石灰岩並 に珪岩 に よつて代表 さる。

花崗岩類の現出状態 以上述べ來 り尤 る変成岩 と共 に三郡山塊の主要素 をなす

ものは諸種の花崗岩 にして、本地域 に於ても東北部 に於て精大 なる露出をなす外、調

査区域 の北部特に久原村桂木の谷 に沼ひて諸所 に小露出をなせ り。是等各所 に露出す

る花崗 岩類中其の最 も大 にして且つ重要な るは、篠栗町萩ノ尾 を中心 とする黒雲母花

尚岩 にして、北 は 呑山の北方猫峠附近 より南 は 萩ノ尾・陣ケ田尾の中間 に及び、束 は

鉾立山の中腹 よう西は篠栗町 ・久原村の境界をなす 山嶺 の東方斜面 に連 う、 その間一

部沖積層の砂礫層 に蔽はる ると錐 も東西一粁、南北二粁牛の地域 を占む。其の岩質は

各所 と竜大差な く標式 的の黒雲母花崗 岩に属 すれ ども、萩 ノ尾盆地の中央に聾立す る

古 野山の山頂 に露は るるものは黒雲母 の外、僅 に角閃石を含む ことあ り。而 して此の

種 の花崗 岩 ような る部分は山勢急峻にして、純然た る黒雲母花崗 岩 の地域 と地勢上著

し き劃照 を示す。 然れ ども黒雲母花崗 岩 ご含角閃石黒雲母花崗 岩 この間の遷移は極

めて徐 々にして、之を地 質學的現 出状態 よ う見るも岩石 の顯微鏡観察に よるも決 むて

相異なる岩石 に非ず して、軍に同一岩禮 の部分的異相に過 ぎざ るを信ず。

次 に周園の岩石 との關係 を見 るに、篠栗町猫峠等に於ては角閃岩の剥理面 に浩 ひて



細か く送入 し、屡々両者 の境の不分 明な る場合 さへ生ぜ ム。斯 くの如 きは濁 う猫峠の

み な らず、萩 ノ尾西方の山地等にても見 らるる現象にして、之 に傍 て本岩の送入が是

等の成層岩 より後 に属 す るを知 る6且つN本 岩は之 ご接鯛 す る成層岩 を憂 質せ しめた

る部分 あ り。尤 も此 の接鯛変質 の現象は甚だ輕微 なるものに して、周園の角閃岩 を特

に粗粒完晶質な らしめ、且つ長石 の一部 を此の中に供給 した るものの如 きも、何等特

有 の接鯛鑛物 を生ぜ す、多 くの場合寧ろ接鯛変質 の現象 明かな らざ るも、殆ん ど憂質

せ ざるが如 き 鳴淵系の角閃岩中に胚胎す る石荻岩 に於 ても、往 々全 く糖 晶質 に化 し

且 つ多量の白雲母の存在 することあ るは、之 を花崗岩 の送入に よる結果 と認めざ るべ

か らず。以上述 ぶ る腱 に よつて明かなるが如 く、本岩 は岩瘤若 くは岩株 として古期成

層岩成層の後の送入にかか り、その周園の岩石に接鯛変質 を與 ヘた るものな う。唯 そ

の変質 作用 の絵 り著 しか らざ るは花崗岩 塊の容積甚だ しく大 な らざ りしご、貫入 され

π る成層岩 の化學的並 に鑛物 的組成め如何 に起因す るものの如 し。

以上は調査区域の東北部 に稽大な る露 出をなせ る黒雲母花崗 岩 なるが、此の外本地

域 内の花崗 岩質 の岩石 としては 久原村桂木の谷に露は るるものあ 蚤。其の 露出悪 く

して産 出斌態不明なるも、是 又岩株 をなす ものの如 く、黒雲母花崗 岩 ・花簡閃緑岩 ・石

英閃緑岩等併び存 し、恐 らく岩漿分化作用の結果 なるが如 し。

酸性脈岩類の現出状態 ここに酸性脈岩類と稽するは花陶岩漿に相當する牛深

造岩 の総稽 にして・花崗斑岩GraniteP・rphyry、 微花崗 岩Micr・granite、巨晶花崗 岩

Pegmatite、半花陶岩Aplite・ 石英岩Silexite、 珪長岩Felsite等 の各種岩類 を包括 し、

更 らに此の内種々の区分 を生ず。

花崗斑岩及び微花崗 岩 の最 も よく露出せ るは久原村柳原の下流に むて、新建系の角

閃岩 中に岩脈状 をなして産す。 その 中央の部分 は標式的の花崗 斑岩 をなせ どもその

南北 に伸びた る部分 にては全 くか ゝる性 質を失ひ微花崗 岩質 こな う、而か も一部 に於

ては両側 の角閃岩 この境界 も明かな らざるを以 て、一見 その両側 の微粒堅硬 なる角閃

岩 を花崗 斑岩 の周縁相 ご誤認 す るの愕 あるも、本岩 の最 もよく露 出した る久原川北岸

に於 て槍す るに、本岩 と角 閃岩 この界 は野外に於て も極め て明瞭にして、一は純 白、一



は濃緑 を呈 しその間遷移な く、周園の角閃岩が北七十度東の走向を有 し北方七十五度

に傾斜す るに対し 、花崗 斑岩は 南北 に走つて略直角 に 前者 の層理 を横切 り、角閃岩

の成層後 その内に遊入 した ること明にして、花崗斑岩の塩基性 周縁相 とも認め らるる

暗緑緻密の岩石は、顯微鏡的研究 に よるも花崗 斑岩貫入 の結果 として角閃岩の接鯛鍵

質 を うけた るものに外 ならず。而 して此の貫入 に際 し全岩漿 中に分膿作用起 り、その

分膿 しだ るものの一部は 角閃岩の片理に沿 ひて避入 しここに 比較 的速 に冷却 して微

花崗となり、 その甚 しきものは 周園の岩 層中 に細 く貫入 して一見 その界 を失ひ、後

に残れ る岩漿の大部分 は岩脈の中央部 を占め、徐 々に凝結 した るため花 陶斑岩 となれ

るものな り。斯の如 くにして 本岩各部の岩 質の差 は 最 も明瞭に説 明することを得 べ

く、是を模式的に示せぱ挿圖の如 し。

第 七 圖花崗 斑 岩 の 現 出 状 態

巨晶花崗岩 及び半花陶岩 は諸種岩石中に岩脈 をなし、然か も同一岩脈 中にて一部

は巨晶花崗 岩 とな う一部は孚花崗 岩 とな う互に遷移す ること稀 な らず 。即 ち新建系の

角閃岩中に版岩 をなす ものは篠栗町萩 ノ尾 より久原村桂木に越ゆ る横峠の北方 にあ

外 幅一尺饒に過 ぎざ る巨晶花崗 岩 にして角閃岩 の成層面に沿ひ明に賑朕 をなす。又

鳴淵系の角閃岩 中に胚胎 す るものは鳴淵 より畝原山に蓮な る 山嶺の 東方斜面 に露出

し、是又巨晶花崗岩 に属す るも一部 は全 く長石 を鋏 き純然たる石英岩 をなす。此種 の

巨晶花崗岩は又蛇紋岩 中にも岩脈状 をなし篠栗町小浦の北方 にては南北に 走り、同 じ

く郷 ノ原北方 のものは東西 に近 き走向を有す。然れ ども互晶花崗 岩乃至半花崗 岩 の最

も多 きは花崗岩 の邊縁 に近 き部分にして、時には花崗 岩 中に細脈をなし叉一部 に於て

は花崗 岩 と遷移 の状 を示せ り。惟ふに本岩は元花 簡岩漿の一部 に属 し、然か もその凝

結が最後 に行はれた る爲め、その一部 は花崗岩 漿 との連結 を保ちつつ然か もその一部

は既に凝結 した る花崗岩 並にそれ より古期の岩石中 に送 入した るものの如し。

石英岩Silexiteは 新建系及び鳴淵系の角 閃岩 中に岩賑若 くは岩床状 をなす ものに



して、鳴淵系の角閃岩 中に レンズ状 をなして整合せ る珪岩 に比すれば、規模 甚だ し く

小 にして 幅数米 を越ゆ るもの稀な う。その遊入性 のもの なるこごは 往々長石 を混 え

且 つ 結晶粗大 となり巨 晶花崗 岩 に移過す ること と、岩 層を横断して 小枝 を出す こと

(第入圖)の二點 に よつて明かな う。之に属 すべ き岩石 は篠栗町生 ケ谷 に小岩脈 をなせ う。

第 八 圖 石 英 岩 の 現 出状 態

珪 長 岩Felsite篠 栗町陣ケ田尾峠の蛇紋岩 中に岩脈状 をなし、灰色緻 密質にし

て一見玄武岩の 分解せ るものを 想は しむ るが如 き岩石 あ う。 全岩甚 し く憂質せ る

を以 つて 其 の岩石學的性質 を 詳細 に知 るを得ざるも、恐 らく珪長岩 に属す るものな

るべし。 是 と同種の岩石 は 糟屋演習林大倉團地の蛇紋岩 中にも産す。 露出良好 な

らすし て産状明 らかな らざ るものあ る竜、是又岩 脈をなす ものの如し。 街糟屋演習

林 生 ケ谷團地の蛇紋岩中のものは岩脈状の もの と岩床状の ものとあ う。

閃緑岩類の現出状態 調査区域内に於 て標式的の閃緑岩Di・riteと 認むぺきも

のは殆ん どなし。唯久原村桂木の谷 に露出す る火成岩は その一部は眞の閃緑岩 に属

すべ きも、その大部分 は石英並にアルカリ 長石の量多 くして花崗 閃緑岩に近 く、 又往

々黒雲母 を混 えて 黒雲母花崗 岩 に類 す。 その露頭良好な らざ るを以つて産 出状態明

かな らざ るも恐 らく岩株Stockを なせり。

閃緑岩 と見 らるるなほ一つの岩石は篠栗町鳴淵附近 に露は るるものにして、局部的

には角閃岩並に長石 を主成分 とし嘗 て鈴木博士に よつて閃緑岩 ご命名せ られた るも、

全般的 に 見れば 長石 の 量甚 し く少 く乙て 火成角閃岩Amphibololite(==角 閃石岩

H・rnblendite)と 稽す るを適當 とするを以つて、後章 に於て火成角閃岩 な る名 目の下

に一括 して記載すべ し。

以上は皆兎も角も深造岩的構造を有する粗粒完晶質のものなるが、此の外本地域



内の各所 に小露出をなせ る、微 粒完晶質な る緑色の岩石 あ り。 その或物は恰か も輝緑

岩Diabaseの 如 き観 を呈すれど竜、之 を顯微鏡下 に槍 すれば角閃石 と斜長石 ごより

成 りて、鑛物成分上 閃緑岩 に相當す。然 も一般 に細粒 にして且 つ小岩脈又は小岩床 を

なし、その現出の状態 より見れば一の脈岩 に類 す。 傍て假 に此の 岩石 を 閃緑岩 質脈

岩Dioriticdykerockと 稻す。

本岩の一部は烈 し く片理Schist・sityを帯び、途には野外に於ても叉顯微鏡下 に於 て

も斜長石角閃岩PlagioclaseAmphiboliteと 区別す ること能はざ るに至 る。 殊 に鳴淵

系角閃岩の如 く結晶の粒度大 にして、且つ屡 々多量 の斜長石 を件 ふ ものに於て然 りと

す。然れども本岩が一の火成岩 にして決 して成層岩の愛質せ るものに非 ざ ることは、

各所 に於て明か に角閃岩の層 を横断す ることに よつて明か なう。 例へは九州帝國大

學糟屋演習林 の うち新建 と桂木 との字界に露はる る閃緑岩質脈岩は、附近の角閃岩が

北六十度東 な る走向を有 し北方七十五度乃至入十度に急斜す るに対し 、脈岩 自身は西

北一東南に走つて略之れに直交 じ、且つ附近 の角 閃岩は之が接燭変質 を うけ一部 は絹

雲母緑泥片岩 とな り、且 つ多 くの金紅石 を含め るに因つて もその送入性 のものなるこ

とを知 らるべ し。

火成角閃岩及び長石質脈岩の現出状態 妓 に 火成 角 閃 岩Amphibololiteと 稻 す る

は從來角閃石岩Hornblenditeと 稔 された るもの と同一岩石なるも、軍に角閃石岩 ご幕

す る時は角閃岩 と混同す る虞あ るを以て、特 に火 成の二字を冠 して変成 岩た る角閃岩

ごは全然別種 の岩石た るを 明にした るに外な らす。本岩石は專 ら調査区域 の東南部

に出で鳴淵系 の地域に限 るかの如 き観あ う。就 中最 も大塊をなすものは 篠栗本町の

東郊 より鳴淵 の北方を過 ぎ小浦附近 に達 するものにして、略東西 に走 り鳴淵系の南北

雨部の境界 をなす地膿構造線 に相當す る所 に送入 した るものにして、大な る岩脈 をな

し且つ多 くの支脈 を出 してその両側 の成層岩中に小岩床 を成せ り。

標式的の火成角閃岩は 殆ん ど粗大 なる角閃石の結晶のみ よりなるも、部分 に より

ては少量 の斜長石 を雑ふ ることあ り。 その量 を増加 す るに 從 ひ局部的に 角閃斑糖岩

式 の岩石 に移化 し便 らに斜長石 の多量 なるものにあ りては閃緑岩 ご稽 す るを適當 と



す るが如 きも、斯 くの如 きは極 めて稀有の事例に属 し大部分は普通 なる火成角閃岩に

属 す。此の種の火成角閃岩は屡々蛇紋岩 と共 出 む、而 も鳴淵 奥の院の谷 に小岩床 をな

して露出する ものの如 きは、火成角閃岩の主成分 た る角閃石 は普通な る緑色種 より淡

緑色 のもの に愛質し、更 らに一部 に於ては殆ん ど無色の透明質のもの とな り、之れ ご

同時 に角閃石中 の鐵分 を排除 して 角閃石の外側 に稽多量の 磁鐵鑛 を結晶せしめ、憂

質 の度 更 らに一層進みた るものにあ りては角閃石は塗 に化 して蛇紋石 とな うて、恰か

も・蛇紋石 の一部 は火成角閃岩 よ鯛変質せ るものの如 き観 を呈 す。 一方 叉蛇紋石の

一部 にも結 晶粗大 にして且つ角閃石の假晶 をなすものあり て
、少 くとも蛇紋岩の一部

は火成角閃岩 より痩 質成生 され しを想 はしむ。 然れ ども篠栗町鳴淵 に於ては火成角

閃岩は蛇紋岩 中に岩脈状をなし、両岩の境界判然た るのみ な らず、蛇紋岩は 火成角閃

岩の岩賑に沿ひて一部多量の滑石 を生 じ、却つて火 成角閃岩が蛇紋岩中に送入せ るを

示せ り。此の火成角閃岩 ご蛇紋岩 との關係 を明確 にす ることは、本地域 の地質 を閾明

する上に於 て甚だ重要 な る事柄 に属するも、是等雨種 の岩石は他の岩石 に比 し風化雲

欄す るこご甚 し く、爲に両者 の關係を明にす るが 如 き露出 に乏 しきを遺械 とす。 然

れ ども多 くの場合火成角閃岩 は山頂の高所を占め、附近の低地には総 て蛇紋岩の露出

す ることは大いに注意すべ き事實 な りとす。

第九圖 長石質賑岩の現出厭態

火 成角閃岩 は叉屡々一種 の興味ある脈岩 を俘ふ。

此脈岩は殆ん ど全 く長石のみ よりな うて自色を呈

し、前記火成角閃岩 中に細脈 をな し、或は更 らに密

接 なる關係を呈し、宛か も火成角閃岩の破砕した

る間 を充たせ るの朕を呈す(第 九圖)。斯 くの如 く

殆ん ど全 く鐵苦土鑛物 のみ より成 帆 且 つ甚だ璽

基性 なる火成角閃岩が、之れ ご全 く反対 に殆んざ

杢 く長石類 のみ より成 り、且つ比較的酸性な る岩

石 と密接 に關係 して産出す るは岩石學上甚だ興味

ある問題な り。蓋 し両岩は各岩漿分禮 作用の一極端 を代表するものにして、その間の

關係 を吟味す るは具 に興味深 きことな う。



上述の長石質脈岩Feldspathicdykerockは 、火成角閃岩 中に脈状をなすのみな ら

ず・又軍ぢ蜀に鳴淵系の角閃岩中に小岩脈又は小岩床 をなして産す ることあ り。時 に少

量の角閃石 を雑へ、角閃石 の多量 となれ るものは 所謂閃緑岩 乃至角閃斑糎岩に漸移

す。

轍概岩及び蛇紋岩の現出朕態 轍糖岩は訥査区域の地域の東北端なる鉾立山附

近に露はれ、東北 よう西南 に長 く蓮亘す。 これ即 ち新建系 と鳴淵系 との境界 をなせ る

地禮構造線 に浩ひて送入 した るものにして、大 なる岩脈 をなし、南端は変質 して全 く

蛇紋岩 とな う両岩石は互に遷移 し其 の境界 を劃 し難 し。即 ち標式 的の撤撹岩 にあ うて

は撤撹石及び透角閃石 を主 成分鑛物 とし、僅 に撒檀石 を横切 る不規則な る割 目に沿ひ

蛇紋化せ るのみな るも、蛇紋石化作用の進展す るに連れ撤樋石先づ不規則な る蛇紋石

の集合 と化 し、次で透角閃石 も亦蛇紋石 とな 釦全岩石 殆ん ど蛇紋石のみ よりなるに至

る。斯 くの如 くにして蛇絞岩 は撒撹岩の愛質 によつて生ぜ しものにして、その変質 の

途中に於て種 々特 有なる斑紋 を生 じ所謂竹葉 石をなせ り。

蛇紋岩が撒糖岩 よう憂質せ るこご上述の如 くな りご錐 も、蛇絞岩の一部 には火成角

閃岩 より愛成せ るが如 きものあ ること、既に火成角閃岩 の項 にて記載せ る通 りな り。

され ど是等岩石 よう一旦遜質して蛇紋岩 こなれ るものは、肉眼的には勿論顯微鏡的観

察 に よるも、原岩石が棚 覧岩 な もしか將叉火成角閃岩な うしか を決定すること、決 し

て容 易な らざるも、撒橿岩 よ り憂成せ るものは火成角 閃岩 より痩質せ るものに比しニ

ツケノンの含有に於て優 り、馨 土の含有に於 て劣 るが如 し。

前述の如 く、撤檀岩並 に是れが痩 質に よつて生 じたる蛇紋岩は、古期成層岩系の境

界 を示す地膿構造線 に當 る所 に送入せ るもの なるが、是等 の岩石が角閃岩 と接 する場

合其の間に遁常狡 き接鯛変質 帯 を作 ることに よつても、其の送 入性な るこごを知 るべ

し。就中角閃岩が細長なるプロツクとして轍横岩 乃至 蛇紋岩 中に捕獲せ られブ2る場

合、此の接鯛憂質 の現象最 も著 し く、例へば篠栗町五塔 ノ瀧附近 にて蛇紋岩中に取 参

込れたる角閃岩塊は、蛇紋岩 との接鯛部 に於ては多量 の滑石 を生 じて滑石片岩 とな り、

接筋部 を遠 ざか るに從つて淡蒼色の角閃岩を経 て、漸次普通の角閃岩 に遷移す るを見



る ぺ し。

火成岩相互の關係 以上各種の火 成岩に關する記載に よう、是等 の総 てが皆送

入性Intrusiveの 岩石 にして、從つて當然 その周園の古期成層岩(即 ち主 こして角閃

岩)よ り新時代に属す るを知 る。 唯 その相互の年代的關係即ち送入 乃至盆流 の新古

に至 つては術 明かな らざるもの多 し。

先づ比較 の標準 として中央部 に最 も廣大 なる面積 を占め、東北 より西南に連互 す る

撤撹岩並に是 より変質せ る蛇紋岩 を撰ばむに、本岩 は新建・鳴淵 系の境界 をなす断層

線 に沿ひて送入せ るものなるを以つて、少 くこも新建系乃至鳴淵系 ようも新期の岩石

にして、鳴淵系の上部 を二聲石炭系 こすれば、早 くも二畳石炭紀又は其 の後の送入に

かか り、恐 らく古生代最後の大鍵動期 に属す るものなるべ し。

撤境岩 の西方に隣接す る黒雲母花崗岩 は、両者の境界線 を崖錐堆積物 に よつて蔽 は

るるを以 つて直接の關係を知 り難 きも、花崗岩 と同一根源 にして精後れて貫入せ る亘

晶花崗 岩及び半花崗 岩が、岩脈状 をなして蛇紋岩中を貫通することは既に述^ミた るが

如 くなるを以つて、黒雲母花崗岩 も亦恐 らく撤撹岩乃至蛇紋岩 よ釦後 期の火成岩に属

す。而 して久原村桂木の谷 に露出す る花崗 閃緑岩及び石英閃緑岩は、花崗岩漿の分燈

せ るものに外な らざ るを以つて、黒雲母花崗岩 と略同時期の ものなるべ く、久原村柳

原北方 の花歯斑岩並に微花崗岩 も是 と相前後 して噴出せ るものなるぺ し。是等の花崗

岩類並 に是 に随件 して産出す る酸性脈岩類 は、岩質上南朝鮮 馬山浦附近 を標式的産地

として、是より 北九州一一帯 に亘 つて登達す る馬 山岩質花崗 岩Masan・-graniteの 一部 を

なすもの にして、南朝鮮並に北九州 に於け る同種の岩石は屡々玲岩質凝灰岩 を主 とす

る中生層、即ち所謂慶術層 に接鰯変質 を與 へ、古第三紀層 に よつて不整合 に被蔽 さる

るを以つて・第三紀以前Pre-Tertiary恐 らく臼聖紀の噴出に係 るもの こせ らる。從つ て

本地域の花崗 岩類並に酸性脈岩類 も是 と同時期の ものなるぺし。唯本地域 に於 ては上

述の花崗 岩類並に酸性脈岩類 と、是 も均 し く馬山岩 質花崗 岩 の一員だ る珪長岩 ごは、

珪長岩が単 に蛇紋岩中に脈状 をなせ るに よめ蛇紋岩以後 に 送入せ るものなるを知 る

に止ま 外花崗岩 類 との直接 の關係 を明に し得ず。然れ ども加藤博士に榛れば若松市



附近 にては珪長岩は馬 山岩質花崗 岩 中に岩脈 をなし、他方巨晶花崗 岩並びに半花崗 岩

によつて貫か るご云ふを以つて、本地域 に於ても花崗 岩類並びに酸性脈岩 の噴出は黒

雲母花崗 岩 ・角閃黒雲母花崗 岩 ・閃緑花崗 岩・石英閃緑岩・花崗斑岩・微花崗 岩等 の花崗

岩 質岩石の活動 に始ま う、珪長岩の送入之れに次 ぎ、巨晶花崗 岩及び半花崗 岩は珪長

岩 よう梢遅れ、最後 に石英岩 の貫入行 はれたるもの と暫定す。

調査区域 の中央部に於 て轍樋岩並に蛇紋岩が稽廣大 な る面積 を占む るに対し 、南部

に於て比較 的廣域 を占む るは 火成角閃岩並に蛇紋岩 な う。 この中火成角閃岩は一部

蛇紋岩 に遷移 し、一部蛇紋岩中に脈状 をなし蛇紋岩 と略同時又は之 よう少 し く遅れて

送入せ ることを知 るのみ にして、両除の火成岩 との關係は全 く不明な う。唯糟屋演習

林上 ノ山團地の東南端に露出す る火成角閃岩 に於て、表面風化す ること甚 しきも、牛

花崗岩質の岩脈の之 を貫け るが如 きもの あるを以つて、恐 らく花崗岩は火成角 閃岩 よ

り後期の ものな らん と想像す るのみな ム。

以上諸岩石の外 なほ本地域 内に屡 々廣 き分布 を有す るは、余等が假に閃緑岩質賑岩

と稽す る岩石 にして、本岩 は屡 々新建系並びに鳴淵系の角閃岩 を貫 くを以て、それ よ

りも若 きこと疑 ひなし。但 し他 の火成岩 との關係 に至 りては尚明な らざ るも、角閃岩

中に斯 くまで分布せ る本岩石 が他の火成岩 を貫 くこご絶無 なるを見れば、恐 らく他の

火成岩以前の ものな るべ し。想ふ に本岩の一部は彼の新建系 並 に 鳴淵系 とその時代

を同ふ し、新建 ・鳴淵 の両 系は 各々當時 の噴出岩Eruptiver・cks即 ち凝灰 岩 及び熔

岩 を代表し、本岩は之が噴出の火道 に當 る岩頸Neck井 に岩脈dyke及 び其 の間に送

入 した る岩床Sheetを 代表 するものに非 ざるか。

以上に よう調査区域中三郡 山塊の本禮 を構 成す る部分の主要 なる地質的現象 を時

代順に列記すれば略次の如 くなるべ し。



第 二 節 第 三 紀 層 及 び 第 四 紀 層

第 三 紀 層 今回の調査区域内に於ける第三紀層の地域は頗る小範囲にし

て、且つ それが研究に從事せ む時 日も少なか うし爲め、本研究 の結果 よりして當地方

附近の第三紀層を論ず るは除 りに大謄 に過 ぐるの愕あ う。 故 に 先づ 徳永・長尾両 博

士 の 研究 其他 を総括 しだ るものに ようて 當地方附近の第三紀層に付 いて記 し、次に

筆者の調査せ し範囲 の第三紀層に付 きて記 さん。

福岡縣西部 には福岡 市の四園に爽炭第三紀暦存在 し、筑豊及び宗像炭 田 と同一累層

に属 す。 この中福岡 市の東方に於 て稼行 す るものは糟屋炭田にして、西方 にて採掘 さ

・るるものは編岡(又 は早良)炭 田な り
。 而 して糟屋炭田に付 きては嚢 に鈴木博士 ・

井上博士・門倉學士等の記述あ り。 又徳永博士は 特 に 石炭層の詳細 なる報告 と鮮 明

なる地圖 とを公 にせ られた う。 長尾博士 も亦當地方の地 質學及び層位學上の研究 を

曇表 され、以上諸學 者により て當地方の第三紀層は大voに その 地質學上の 意義 を深

めつつあ り。

上述の うち本地域 を詳査 せ る長尾博士は、本地域 を便宣上下記の四匿 に分 ち ・

イ 糟屋炭田南部 多々良川以南宇美附近

ロ 同 北東部 篠栗附近

ハ 同 北西部 香椎新宮附近

二福岡 炭田

更に之を地質學上下記の六累層に分ち泥う。



一 炭 焼 累 層

(徳永博士の所謂第四炭層群を含む)
二 勝 田 累 層

三 宇 美 累 層(第 三炭層群 を含む)

四 名 島 累 層

五 新 原 累 層(第 二炭層群 を含む)

六 須 恵 累 層(第 一炭層群を含む)

以上 の累層は累計厚 さ九 百米以上に達す るが如 し。然 して是等 の内篠 栗附近 の もの

に就 き「篠栗附近 にては炭層 を挾 む古第三紀層の露出あ りて南北 に走 り西 に傾斜す。

東 に於 て古期岩層 を不整合に被ひて 最下部 を出 し西方は 断層に境せ らる」 と記載せ

う。此篠栗附近 の爽炭層は(一)最 下部 に 礫岩 ・砂岩 ・頁岩 より成 る地層あ りて常 に

数枚の赤紫色頁岩 を挾 む。(二)そ の上 に主要炭 層を挾む累層 あ り。炭層は主な るも

の二つあ クて、下 を臭石、上 を本組 といひ、本組 には特 に珪化木多 し。(三)こ の上に

砂岩・頁岩 の厚 き互層(礫 岩層 を有す)二 〇〇 米 のものを 隔 てて(四)砂 岩・頁岩

の累暦あ りて二層の主要 炭 を含む ものに して下層 を切土 、上層 を二組 と言ひ、共 に松

岩 あ う。(五)以 上の諸累層の上方には厚 さ三〇〇米以上に達 する地 層あ りて、炭層

に乏 し くて 種 々の色 を帯 べ る砂質頁岩 ・細粒砂岩 の互層 あ り。(六)最 上部 をなせ

るものは石炭層叉 は炭質頁岩 を挾め る累層 にして、砂岩 に富む。以上 の中(一)(二)

は勝 田累層、(三)(四)は 宇美 累層・(五)は 名島 累層、(六)は 新原累層 及び 一部

は須恵累層 ご考へ らる。

尚ほ篠栗附近の古第 三紀 層の構造は略々南北の走 向を示 し西 に傾斜 し、南端 に於い

て北 に凹面 を向けて轡曲 し、二・三 の断層にて断た る。 然 して 断層の方 向は 何れ も

北 々西一南 々東な り。

i欠に筆者 の調査せ し範囲 の第三紀層に付 き記せんに、こは束は糟屋演習林生 ケ谷團

地 より西方 に伸び て鬼 ケ浦團地に到 る丘陵地の範團 に厩す るものにして、その間 には

高田炭坑あ り。本匠域は地質學上下 よう順次 に左の如 く分 た る。

(一)最 下部 に礫層あ り。所 々黄褐色砂岩の レンズを挾み字穴 口に於ては本礫層は

黄褐 色 又は灰緑色の砂岩層 とな る。厚 さは一〇〇米以下な らん。



(二)(一)の 上 に黄褐色頁岩あ う。上端 に 「本組炭 層」 を挾む。 その上にク リー

ム色 を呈せ る凝灰 質砂岩來 る。 その上部 は 屡 右薄 き荻黄色凝灰 質砂岩 を挾む淡黄色

の凝灰 質頁岩 に よつて蔽 はれ、更 らにその上 に淡黄褐色並 にク リー ム色の頁岩 ような

る累層を戴 く。何れ も珪化木 を件ふ こと多 きを特微 こす。厚 さは二百五十米 乃至 三

百 米な らん。

(三)(二)の 上に來 るものは淡黄褐色の凝灰 質頁岩 ご凝灰質砂岩 この互層な り。

上部 にな るに連れ て凝灰 質砂岩は その厚さを減 じ、凝灰質頁岩 はその厚 さを増 し色 も

淡黄色に憂 じ來 る。 「切土」 なる炭層の所在せ る所 な らん も演習林内 には その 露頭

を登見 乙得ざ りき。 厚さは 百五十米 内外な らん。 以上の内(一)は 長尾博士 の勝

田累層下部 に・(二)は 勝 田累層上部及び宇美 累層下部 に・(三)は 宇美累層中部 に

野比 さる^ξきものな らん。

本第 三紀層は古 期岩層 を不整合 に被ひ て登達 し、走 向は基底礫岩 にては その不整合

線 の変化 に蓮れ て憂 り南 にては北三十度束 なるも、北す るに連れて南北 よう北三十度

西位 にな り、上方の層 にな るにつれて一般 に北 四十度西位 の走 向を示す。 傾斜は何

れ 竜西方へ十二度 乃至 十入度 を示せり。 本地域には北々西一南々束 の走 向を有す る

藪條 の平行な る断層線 あ るものな らん竜、筆者の調査せ し範囲 にてはそれ を決定す る

に足 る資料 を得 られざ りしを遺憾 とす。

化石は蒲田池南方の灰 白色凝灰質頁岩中 よ う不完全 なる植物化石 一箇 を得た るの

みな り。

第 四 紀 層

その産出朕態に依つて

河 成 段 階 暦

沖 積 層

崖 錐 堆 積 層

第四紀層は主 として久原川 及び 金出川の流域 に登達す。是 を

Fluviatile terrace deposit 

Alluvial deposit 

 Talus deposit

の三者に分つ。

河成段階層 糟屋郡久原村久原炭坑附近に於て海抜三十米乃至四十米の平坦皇地



圖置位林習演屋糟属附部學農學大國帝州九

凡 例

九大 農學部

演習林事務所

演 習 林



をなすもの に して種 々の砂層 及び礫層 よう成 う、礫 は概 ね角閃岩・花崗岩等 よむな う

大小 の不同甚 しく充分な る醗別作用 を受けた るもの と認め難 し。本層は地表 に於 て

は一見第三紀層 を整合に被覆 するの状 をなせ ども、道路の切割等 に於ては不整合的關

係明かな るものあ り。 この關係 よう見 るに本層は 第三紀以後 の ものなること疑 な く

恐 らく洪積世DilUviumに 属 す るものな るべし。

沖 積 層 久原川及び金出川の沖積原 を構 成す るものは 主 こ して 砂 ・礫・粘土の類

なれ ども多 く田園 と化 してその地質を明 らかにせず。

崖錐堆積層 鉾立山の西 方傾面 に黒雲母花崗岩 を蔽 ひて登達 す。主 として 斑糎岩

並びに蛇紋岩 よりなる大小不規則 なる岩塊 とその間を充た す砂土 よりなう、雑 然 とし

て堆積 して毫 も流水 に よる翻別の痕 を認めず。

第 三 節 九州帝國大學農學部附属糟屋演習林 の地形及び地質

九州帝國大學農學部附属糟屋演習林は福岡 縣糟屋郡篠栗町・勢門村及び久原村 の三

ケ町村 に跨 う、北緯三十三度三十七分十 一秒 乃至 同三十尋度三十九分二十 六秒、東

経百三十度十三秒乃至 同 百三十度三十三分 十九秒の間に介在す る左記 七小團地 よめ

成 ウ面積三百七十町入反 除歩を占む。

是等の各團地は軌れ も今回の調査区域内に包含せ らるるを以つて 其の地形並びに

地 質の大略は當然 前章並びに前節に於て説 明せ る慮な るも、更 らに便宜のため以下 各

團地 に分 つて地形及び地質 を重 ねて記述 す《ごし。



新建團地の地形及び地質 新建團地は糟屋郡久原村に属し久原川の支流たる新

建谷並び に桂木谷上流一帯の山地 を占め、東は三頭 山 より横峠に連な る山嶺 を以つて

篠栗町 と界 し、北側 は拾谷國有林 に接 し、西側は部落有原野 に、又南側は村有林 によつ

て界せ らる。 此 うち新建谷に面 す る七十九町五段六畝除 は新建、又桂 木谷に面す る

斜面 十二町二 段五畝籐は桂木 ご稽せ られ、両者 を合す るときは 総面積九十二町入段

二畝絵 に及 んで糟屋演習林 中鬼 ケ浦團地 に次いで廣大な る面積 を占む。

新建 團地は調査区域 中に て最大の河川た る金出川の支流鳴淵川の上流域 と、久原川

の流域 とを分つ 分水嶺 附近の山地を占む る爲め、各團地中 にて も地勢最 竜急峻を極

む。尤 も調査区域 を含む北九州一帯の地域 は既述せ るが如 く嘗 て一度準平 原化せ られ

たるを以つて、本地域 内に於 ても山頂附近は比較 的緩傾斜 をなすも、其の後地盤 の上

昇 に件つて回復せ る河流の侵蝕力は深 く山地 を削下せ る結果、前記新建 ・桂木 の雨漢

谷 に面す る斜面は山勢甚だ急に して、例へば梶木學十及び樋 口勝氏實測 の地形圖に よ

るも、本團地 内の最高點 は海扱五百四十九米三、叉最低瓢 は同百七十二米 にして両地

點の水平距離は圖上 に於 て 千三百三十 米 と測定せ らるるを以 て、平均 水平距離百米

に封 むて竜實 に 二十 入米二強の 高距差を有すべ し。殊 に上述の漢流 に接 す る部分は

岩骨裸 出して谷底 に毫 も平地を見ず。新建谷の北斜面の如 き水平距離 三百四十米 にし

て二百米 の高距の差 を有 す。即ち水平距離百米 に対する 高距差五十 入米入絵 に達 し

極 めて急 なるV字 谷 を形成す。

新建團地 の地形瞼峻な ること上述の如 くな りと錐、漢谷 に臨め る一部 を除けば他の

團地 に比 し土壌比較 的厚 く土質 も亦良好 な り。之れ蓋 し 本團地の殆ん ど杢部新建系

の角閃岩 に よつ て構 成 さるるが爲に外 な らす。 尤 も新建系の角閃岩 にも犬鳴街道筋

に産 するものの如 く極 めて片理に富むもの、叉は萩 ノ尾附近 の黒雲母花崗 岩に接 す る

ものの如 く花崗岩 の接鯛作用を受 けた るもの等 あるも、本 團地産 のものは塊状緻密な

るを特徴 とし、新建系の角閃岩 として最 も標式的のものな り。從つて山地急なるにも

不 拘、片理登達せ る角閃岩 の地域 に於 て往々見 るが如 き、地滑 うを生 じたるが如 き謹

左を認むることなし。而 して本地域の角閃岩 は或は北或は南 に傾 き、傾斜 随所 に同 じ
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か らざ るも、走 向は殆ん ど常 に東西に近 く軌れ も此成層面に平行なる板状 の節 理を有

し、同時に又是 に略々直交す る南北の節理 の爽達するこご勘 なか らざる爲め、塊状 の

角 閃岩 も大小の岩塊 に分 たるべ く、是等 の節理面は岩塊 の風化憲欄に好適の條件 を與

ふ るに似た り。然か も街新建系 の角閃岩が 鳴淵 系のもの に比 し 甚 し く微少な る結晶

の集合 よりな ることは一層風化作用を容易な らむめ、以て比較的厚き土壌 を形成す る

に至 りしものなるべし。

角閃岩 中には時 に 之 と一見整合的關係を示す層状 の含銅硫化鐵鑛床 を 胚胎す るこ

ごあ う。新建谷に洛へ る太郎坊、新建演習林事務所の東南、及び新建團地 の西境附近

にて新建谷 に潟 ぐ一支谷の上流等 に、嘗 て銅鑛 を試掘せ る醤坑 を見 るべ し。是等の奮

坑 は現在 にては全 く荒廃 して内部の状況 を窺知 し難 きも、附近の岩石 の布置 と坑外に

堆積 され た る霰石 とよう推測するに、略北七十度東に走 る硫化鑛床 を目的 とし、黄鐵

鑛 及び磁硫鐵鑛に伜.ζ黄銅鑛 を採掘せ るもの の如し。

角閃岩以外の岩石 とむては僅に巨 晶花崗 岩Pegmatite・ 石英岩Silexite及 び閃緑岩

質脈岩Dioriticdykerockの 小岩脈 あ るのみ な う。 この中且晶花崗 告は桂木演習林

の東境 に近 く、北入十度西 に走 る角閃岩の成層面に平行な る岩脈をなすものにして、

幅二 尺に満たず。是 を構成せ る石英 及び長石 の結晶も比較的小 さく、一部 は寧ろ半花

歯岩Apliteと 稽 す るを適當 とす。

石英岩Silexiteは巨晶花崗 岩の北方 約六十米、巡覗歩道 ご桂木演習林 の東方境界線

との交點 附近 に露出する幅一尺内外の小脈岩な り。 本岩は前記巨晶花崗 岩 と異 ウ角

閃岩 の層理 を横 切 うて西北 に走 る。 この延長 とも思は るるものは 西北に 約二百米距

うだ る新建 演習林地内 に露はれ、此庭 にては幅三尺以上に達す るも、両者 の間は厚 く

土壌 に蔽 はる爲め正確な る關係を知 るこご困難な う。

閃緑岩質脈岩Dioriticdyker・ckも 石英岩E同 じく角閃岩の層理を横切つて西北

より東南 に走 り、新建 ・桂木両 演習林の 境界附近に露出す。即 ち新建演習林 の巡覗

歩道の切 取面 に露は るるものは幅 一間瞭 にして、両側の角閃岩に緑泥石を生ぜ しめ純

然た る角閃岩 に比 し一窟濃緑色な らしむ。 これ を 東南 に追跡 すれば 新建・桂木両 字

の境界 たる山頂部にて一旦見失ふ も、 桂木演 習林の 歩道 の北側 に於て 再び登見すぺ



く、茲に於 ても岩脈 の幅前露頭に於 け るもの と大差 な く、両側 の角閃岩 は顯微鏡的 に

は多少本岩送入 の影響 を示 すも、肉眼的には 岩脈 この境 界附近の 約二尺の間に之 に

平 行なる板状 の節理 を生ぜ るを見 るのみな り。

荒平・飯盛及び上 ノ山團地の地形及び地 質 是等の團地は何れも糟屋郡篠栗町

に属 し、陣 ケ田尾峠 より金出に流れ て篠栗町北方にて篠栗川に合す る一小支流 ご、篠

栗川(金 出川)の 支流た る鳴淵川 との間に介在 ずる山地 を占め、北東の團地 を荒平》中

央な るを飯盛・南西 な るを上 ノ山 と名付け、面積はそれ ぞれ十 七町九段四畝絵、十三町

三段四畝除及び十五町七段除にして三者 を合す るときは四十六町九段入畝除 とな る。

是等の團地 は凡て民有林原野 にて團続せ らる。即 ち荒平 の西部 及 び飯盛の周園、上

ノ山の東部及び北部 は部 落有林野 にして其 の他 は個人の所有 に属 し、荒平 の中央部及

び上 ノ山の北部 には個人 の所有た る小介在地 あ ち。

以上の諸團地 は西 は篠栗町金出附近 より東北に向ひ、飯盛山の北方 に入 り陣 ケ田尾

峠に於て急 に終 る谷 の東側の流域 を占め・東及び南 は荒平團地 にては鳴淵川の西岸 を、

飯盛團地 にては一二部は鳴淵川、一部は篠栗川の流域 を占む。從つて第二章地形 の うち

r地形 と地質 この關係1の所にて述ぺ し如 く、河川争奪 の結果斬首beheadedさ れて乾 れ

谷 とな りし・陣ケ田尾峠 より金出に流 るる谷の流域たる西方の地 勢は、比較 的緩傾斜

をなす も、東方及び南方の地勢は前述せ し如 く一度準平原化 された る後地盤の隆起せ

る結果・再び活動 を開始せ る河流の侵蝕力の結果 と、荒平團地にては特に これ に河川

の争奪 の結果倍加 され し侵蝕力 の加は りし爲めに、山勢 は甚だ急峻 にして試みに梶木

學士及び樋 口氏 實測 の地形圖並びに参謀本 部登行二萬五千分 の一地形圖篠 栗に よる

に、荒平團地 にては最高點 は海抜 三百四十五・二米、最低點 は東方にては海抜百十四米

にして、両地點 の水平距離は圖上に於て三 百五十入米 と計測 さるるを以つて、平均 水

平距離百米 に対し ても六十四・二米の高距差 を有す る事 よりしてもその山勢の急 竣度

を知 らる。同様 にして求めたる飯盛、荒平雨團地 の急峻度即 ち平均水平距離百米 に封

する高距差は それぞれ飯盛四十六・六米、上 ノ山二十入・一米 な ウ。

以上諸團地の地形 は 前述 の如 くにして、比較的緩傾斜の所 にては 土壌比較的 厚 く
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新建團地の それには及ばざ る竜、土地肥沃適潤な う。然 るに地勢急峻 なる所にて岩骨

裸出す る所 にても樹木 は充分 に繁茂 し居れ う。 蓋 乙本團地の殆ん ど大部分鳴淵系の

角閃岩 に よつて構成 さるるが爲な う。

上 ノ山・飯盛両 團地及び荒平團地 の南部 の角閃岩Amphib・liteは 、鳴淵系の角閃岩

として標式的 のもの にして、新建系の それに比す るときは一般 に甚 し く粗粒 にして、

黒色柱状の角閃石の結晶の 凡そ一一定方向に排列せ るを肉眼にて も認め 得べ き場合多

く・又角閃石以外に多量 の白色の斜長石 を件 ふあ う。 この両者 は片状に排列して角閃

片岩叉は片麻岩歌角閃岩 に移化せ ることあ う。 本岩の風化せ るもの は黄褐 のもの最

竜多 く時に黒灰 色・荻色 ・赤褐色等 を呈す。

荒平團地東北部 に磯達せ る角閃岩は質堅硬 にて比較的著 しか らざ る片理 を示 し、そ

の中に黄銅鑛其他の鑛物を胚胎す。 本岩 は堅硬な る爲めに風化侵蝕等に対する 抵抗

力強きを以つて・この部 分のみ特 に急峻 な る地勢 を示せ り。以上 よう見 るに本角閃岩

は鳴淵系の角閃岩 と其 の斯属 を異 にせ るもの にあ らざ るやの戚 を抱か しむ るも、これ

軍 に鳴淵系角閃岩が後 より送入せ る撒撹岩・蛇紋岩等の接鯛憂質作用 の結果変質 せ る

ものな らん。

本地域 の角閃岩は殆ん ど常に東西 に近 き走向を有し、上ン山團地のもの は北七十度

東 よう東西 乃至 北七十度西 の範囲 にあ り。傾斜 は垂直 より北 又は南 に七十五度の間

を示 す。飯盛團地及び荒平團地 のものの 走向傾斜 竜上ノ山團地 のものと殆ん ど等 し

き竜・本岩全体 の圖上 における 分布上 よう見た る走 向傾斜(即 ち傾斜儀にて甚 し く擾

鼠摺曲せ る地層一部 の走 向傾斜 を測 りしもの に非す して一般的 の走 向傾斜)は 、第 三 卿

章 第一節 に述べ しが如 く、走向は東西乃至東北東一西南西 にして北方に傾 け り。次に

本岩の節理をみ るに 前述の成層面 に略々平行 なる板状節理 を有 し、又 これ よう少 し

く不分 明なる も此節理面に垂直 に近 きもの 登達 し、是等の両 節理面の爲めに本岩石 に

物理的 並びに化學的分解促進の好條件 を與へ、新建系の それには 及ばざ る毛それに

次 ぐ厚 き土壌 を形成す るに至 うしな らん。

蛇紋岩Serpentineは 荒平團地の東部及Pt'北部 、上ノ山團地の東部及び北西部 に見

らる。荒平團地のものを見 るに 殆 ど蛇紋石のみより 成 る。 その撤掩岩より 憂成せ し



や火成角 閃岩 より愛 成せ むや を判定 する確澄は得 られざ うしも、周園の岩石等 より想

像 す るときは、恐 らく棚 覧岩 より変質 して生ぜ しもの ならん。風化す るときは魚鱗の

如 くに割れ 且 つ表面滑 らか1ζ成れ る爲め、本岩より 成 る所は地勢急峻なる所 は勿論 、

絵 うに急峻な らざる所 にても地滑 りを生 じ易 し。 上 ノ山團地の西部 にあ るものは火

成角閃岩 よ り変化せ るもの と思 はれ、當團地の東方 に當 る鎌 ケ谷及び當團地の東縁 よ

少東西流 して篠栗川 に注 ぐ一小支流 にては、蛇紋岩 と火成角閃岩 とは互ひに遷移 して

其の境界を劃 し難 きが如 く、且つ蛇紋岩の或 るものは結晶粗大 にして角閃石の假晶 を

なす ものあ う。然れ ども両岩石 は風化 さること甚 しきが故に、判然た る両者 の關係 を

明示 するが如 き露頭無 く、この部分のみ にて當地 方の雨岩石の關係 を論ず るの根嬢 と

なす程の確証 は得 られざ りき。上 ノ山團地西北部 に露 出す る蛇紋岩 に就いては、大倉

團地 の蛇紋岩 ご同一なるを以 つてその部 に於て述 ぶべ し。 ここに注意すぺ きは此庭

に露は るる本岩中には石綿の脈 の幅三糎位の もの を介有 するこごな り。

火成角閃岩Amphib・1・lite(=H・rnblendite)は 上ノ山團地 の東南部及び南部、飯盛

團地 の南部等に見 らる。 黒色な る柱状 の角閃石 を主とし 時に少 しく白色の斜長石 を

混ゆ。角 閃石の柱状結 晶は幅及び厚 さは何れ も○ ・三～○・五糎内外にして 長 さは二

糎内外の大 さに達 するものあ り。 風化 す るときは黄褐 色となる。 本岩は本團地 の角

閃岩 即ち鳴淵系の角閃岩 を貫 きて遊入 したるものに して、恐 らく古生代末頃に行はれ

しな らん。上 ノ山團地の東南部並びに飯盛團地 の南部の ものは 第三章 第一節 の うち

「火成岩相 互の關係」の所にて述べ しが如 く、表面風化 す ること甚 しきも、半花崗 岩質

岩脈にて貫か るるが如 く思は る。 この火成角閃岩 より成 る土地 は土壌淺 くして山背

に岩骨 を露出 し居れ り。

半花崗岩Apliteは 圖上に示せ る如 く荒平團地に一一ケ所、飯盛團地 に四 ケ所、上 ノ

山團地に 四 ケ所 あ り。 上 ノ山團地 其東南部の もの 三ケ所 及び 飯盛 團地 西部の も

のの火成角閃岩 を貫け る 事は 前 に述 べ し如 くに し て、其 他の ものは 何れ も角 閃

岩 を貫 きて小岩脈 をなす。是等の半花崗 岩 は其規模小 にして小 なるものは幅五十糎、

大 なるものも 二米 を越ゆ るものなし。其角閃岩 を貫け ると火成角閃岩 を貫け るとを



問はす、審 く角閃岩 の成層面に浩ひ 小岩脈 をなすを以 つて、常 に 東西 に近 き走向を

有せ う。 造岩鑛物 中主 なるものは石英及び長石に してその他の ものの存在す るこご

は稀 な り。 本岩は花崗 岩漿の一部 にしてその凝結 の最後 に行 はれた るものな ること

は、第三章第一節の うち「酸性脈岩類 の現出状 態」の所にて述べ し所 な り。

石英岩Silexiteは 荒 平團地 の 西南端 に於て 角閃岩 中に 小岩脈 をな して 現は る。

幅一米内外のものにして 殆 ご石英 のみ より成 る も往 々長石 を混へ、且つ その送 入性

の ものな ることは他の所 に露出する本岩石より 推察 さる。

以上の他 に前述の石英岩の歎 米北方 及び 飯盛の殿様水の東北方の小谷中のニ ケ所

に小露出をなせ る、暗緑色完晶質に して微粒な る岩石 あ り。 これ即 ち閃緑岩質脈岩

Dioriticdykerockなり 。 顯微鏡下 にて槍す るに 斜長石 と角閃石 ごよりなり 閃緑岩

に相當す るもの にして 片理Schist・sity著 し き爲め、斜 長石 を有 して 片理 に富む角

閃岩 即 ち斜長角閃岩Plagi・claseAmphiboliteと の 区別頗 る困難な り。 然れ こも

閃緑岩質脈岩は斜 長角閃岩に比 すれば 寧 ろ等粒質 にして 且つ其の結晶の大 さに於 て

も少 し く大 き く、特に 前者が後者 の層 を横断す る事等 は、其の成層岩 より菱成せ る

鳴淵 系角閃岩 にあ らざ ることを 明示せ う。 今飯盛團地 に 露出せ るものを見 るに、そ

の小岩 脈の走 向は 北五十度西 なるに、 その附近 の角閃岩 は北七十六度東の走向 を有

し北方に七十五度の急傾斜 を示せ φ。同様 に荒 平團地南部 に露出す るものを見 るに、

岩脈の走 向は 北六十度西 にして、その附近の角閃岩は 東西の走 向を有 し南 方に五十

度 内外に傾斜せ り。両 岩石の接燭部 に於け る關係は、露出不充分 なる爲めに當團地

の もののみ にては 充分 に 究明する能はざ りしも、當糟屋演習林内の新建 と桂木 との

字 界 に露 は るる 閃緑岩質脈岩が、附近の新建系角閃岩に接 鰯変質 を與へ居 る事等 よ

うして、當 閃緑岩質脈岩 の送 入性 なるこごも明 らかな り。

大倉團地の地形及び地質 本 團地は糟屋郡篠栗町 に属 し東は陣 ケ田尾峠 よ り金

出 に流 るる谷 を挾 んで荒平・飯盛及 び上 ノ山團地 に対し 、西 は大 倉を隔 てて生 ケ谷 團

地 と相対する 山地 を占め、その雨谷 の分水嶺 をなす山背 を暑々境 として東南な るを御



手洗水、西 北なるを大倉 ご呼び、面積は御手洗水四十一町九段二畝飴、大倉二十入町七

段九畝籐にして、両者 を合す るときは七十町七段一畝飴 こな る。北東部 は官行造林地

ご境 し、南西部及び字御手洗水に接す る部分は大部分 民有原野 ご境を接す。

本團地の東 南方斜面 は前 述 せ し乾れ谷 の流域 なるを以つて、傾斜 一般 に急峻な ら

す・且つそれ を刻め る小谷は何れ も南北の方向なる事は注目に値す。然 して是等の小

谷 の傾斜 に就いて仔 細を見 るに、本谷の中流以南にてこれに注 げる小谷の傾斜 に於て

本 谷 の中流以北 にて 流入す るものに比 し傾斜概 して急 にして谷 の横断面 も亦V字 谷

をなす。これ 即 ち前述の乾 れ谷の生ぜ し爲めにその下刻作用 を激減 し、 その當然の

結 果 として 支谷 の下刻作用も亦激減せ しに竜關は らす、篠栗川 は依然 として下 刻作

用 を続け しが爲めに、此等の小谷 は この乾 れ谷 の支流 として 働 くようも、 寧ろ篠栗

川の支流 こしての 作用 をなすに至 うて 南北の方向を取 りしものな らん。術西方な る

大倉 の谷は北東一南西の方向に流 るる一 つの構造谷 な らん。

本 團地は地勢除 う急峻な らざ るにも關は らず所々に地滑 うを生 じ、且 つ土壌相當に

厚 きにも關は らす岩骨の露出す る所多 く、爲めに地力著 しく減 退せ り。 これ本團地は

その大部分が蛇紋岩 より成 るが爲め にして、蛇絞岩 の風 化せ るもの は滑 う易 きに他 な

らず。

當團地の大部分 を占む る蛇紋岩Serpentineは 、全膿 よう見 るごきは北東一南西 に長

く延び て當地方に廣 く分布 し、南な る鳴淵系角閃岩 と北な る新建系角閃岩 とを分 つ。

蓋 し本岩は 新建系 ご鳴淵系 とを境 した る地禮構造線 に送入 したる大 な る岩脈な う。

是 を構成 する鑛物 は殆んご蛇紋石のみ より成 り、その周園の岩石 との關係 より見 るに

大部分 は恐 らく撤糖岩 よう鍵化せ しものな らん。 然れこも所 々にこの蛇紋石の結 晶

粗大 に 乙て、火成角閃岩 にて見 らるるが如 き角閃石の假 晶をなすもの あ り。 尚此慮

に甚だ興味あ る は この假 晶の見 らる るは必ず現在の山背に産す る蛇紋岩 に限れ う。

これ恐 らくは撤糖岩或はそれ よう変成せ し蛇紋岩中 に火 成角閃岩が 送入 して 棚 覧岩

に作用 し、且つ同時 に火 成角閃岩 自身 も変成 して蛇紋岩 となり しもの なるべ く、 その

山背 に於 て見 らるるのみ にして谷底 に未だ見當 らざるは、この部分が接鯛変質 の爲め

に侵蝕に対する 抵抗力の特に強大 になれるに依 るにあ らざ るや を思は しむ。然れこも
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一旦前記の両者 より変成 して蛇紋岩 となれ るものは、原岩石 の何れ よう來 りしものか

を決定す ることの容易な らざる事、第三章第 一節「棚 覧岩及び蛇紋岩 の現 出状態」の所

にて述べしが 如 し。

蛇紋石は更に変成 の度進みて滑石Talc或 は滑石片岩Talcschistと なる事有り 。

本 團地 の東北部 及び 北部境界線 の中央部附近 には走 向北 七十五度東な る滑石或は滑

石 片岩 を露出す。 色は灰 白色 に して 少 し く透明な り。 恐 らく火成岩類の送 入の結

果 その影響 を受 けて 生ぜ しな らん。 本團地 の東北端 を 占む るものは 角閃岩Amp-

hib・liteなり。 黒灰色緻密 にして 頗 る堅硬なり 。 これ 恐 らく新建系角閃岩 の後 よ

う送 入せ る火成岩類 の影響 を受けて変質 せ しものな らん 竜、當区域のみ にては露 出頗

る悪 る く、加ふ るに其の範囲 も狭小なるを以つて詳細な る観察 をなす事能 はす。大倉

團地の殆ご中央部 を、山腹 に浩ひて走 る所謂「三 尺道」の終 る所の下方 に、俗に 「大岩」

と樗す る本岩石 の大塊有 う。

本 團地 の最高點 よう西南 に走 る山嶺 を西南 に約入十米行 きし所 に、蛇紋岩 を貫 きて

青灰色緻密質 なる岩石の岩脈状 を爲 して露出す るを見 る。 露出不良に して明確な る

観 察を爲す能はざ るも珪 長岩Felsiteな らん。 外見上或 る種の塩基性 岩 の分 解憂化

せ るものの如 きも・其の変質 の度 甚し くして新鮮 なるものを得 られ ざ うし爲め、その

岩石學的性質 の詳細 を窺知 し得 ざ りしを遺憾 とす。

生ケ谷團地の地形及び地質 本團地は糟屋郡篠栗町及び久原村に属し、東は大

倉の谷 を挾んで大倉團地 と相野 し、西 は小谷 を隔 てて鬼 ケ浦團地 と封峙し、南 は篠栗

の平野に臨み、北は久原川の一支流 に終 る。本團地は三つの字 に分れ≦北部 なるを穴

口と呼び面積二十七町四段二畝絵、中央部西牛分 を極樂 と呼び面積九町三段入畝絵有

釦。叉南部な るを生 ケ谷 と呼ぴ面積 三十町五段二畝籐有 り、三者 を合す るごきは六十

七町三段三畝籐な6。 本 團地 の西側及び字生 ケ谷 の南東部 は民有地 にして、字生 ケ谷

の南部 及び 字穴 口の東側は田畑に接 し、字生 ケ谷 の東部は官行造林 ご境 し、尚字生 ケ

谷 の南部 には民有の孕在地有 り。

本 團地は主 こして第 三紀層の礫岩 よウな るを以つて 地勢平夷 にして丘陵地 をなし



その刻め る河谷 竜籐 う深か らす。 然れこもその東部 には古期 成層岩並に火成岩及び

それ より凝質せ る変成岩等登達せ るを以つて、此の部分 にては谷 はV字 谷 をなす。尚

第三 紀層の部分 に於け る谷 は多 く西北一專南 の方向を示 し・古期岩類の部 分に於 け る

谷 の 東北一西南 の方向な るもの多 きに対し 、甚だ しく其 の趣 を異 にす。これ即 ち當

地方第三紀層 に於いて見 らるる共通的の構 造谷 の方向な う。山勢は平夷 な る丘陵地

をなせ ど軌 當團地 の第三紀層の成層岩は礫岩 ような り、且 つその古期岩類 との不整

合 面 にも相 當の凸凹ある事等の爲め、 その影響を受けて他 の第三紀層 ような る部分

に比 して、 少し く地勢の起伏多 し。 然 して 古期岩類 よう成 る所 と第三紀層 よウ成

る所 この境界 も、 その部分 にては 地 形的 には 漸移的にして、少 し離れ て遠望す る時

は一つの撹 曲をなすを知 る。 蓋 し當團地に 於け る是等雨地層の境界 は断層に非すし

て僥曲な るに起因す るなり。 蛇紋岩Serpentineは 本 團地の 東南部 を占め、 その露

出 は演習林 事務所の北側 より東北方に通ず る林道の崖 に於て よく見 らる。 その状態

は大倉 團地の それ ご同一一な るを以 つてそれに 譲 るとす るも、此所のもの は 屡 々東西

に近 き片理 を有す。且 つ 本岩 を貫 きて 珪長岩 ・半花崗 岩 ・火成角閃岩等の貫入せ る

もの 多き故、所 々に絹雲母 片岩等 を生ぜ り。 本岩 より成 る所は他 の團地 にて も述べ

し如 く地滑 りを生 じ易し。 本蛇紋岩の北部 の境附近 に於いて 種 々の火成岩の貫入多

きは注意 すぺ き事な らん。

新建 系の角閃岩AmphiboIiteは 本 團地の東北方 を占め、第三 紀層の基底 をなす礫岩

の下 に不整合 に存在 するが故 に、谷の底部は本岩 よりな り、その上に位す る礫岩は山

嶺 を占む。本團地 の角閃岩は露域極め て狡小なるを以つて、その一般的性 質の説 明は

新建團地の角閃岩 の記載 に譲 るぺし。走 向は北八十度西にして、傾斜は或は北 に向ひ

或ひは又南 に傾斜 して一定 な らざ るも、一般 に急傾斜 をなす。字極樂の北部 にあ らは

る ＼ものは極めて緻密 にして暗緑色 を呈す るも、矢張 う角閃岩 な う。字穴 口南部 のも

のは斜 長石 ような る細粒 自色 の部分 と角閃石 より成 る黒緑色の部 分 とより成 う、片状

構造 をなして、所謂斜長角閃岩PlagioclaseAmphiboliteなり 。閃緑岩質脈岩Dioritic

dykerockは 、本團地の北部 に於 ては凡そ北六十度西 の走 向を有す る岩 賑をなし、角

閃岩 を貫 きて露出 む、南部の もの も略 々同一の走 向を示 して蛇紋岩中に貫入せ るもの
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を見 る。微粒 なるも完晶質 にして 角閃石 と斜長石 とよりな り、烈 しき 片理 を帯び る

ものと余 りその片理の著 しか らざ るもの と有 り。 その周園の岩石 この識別は 鳴淵系

角閃岩中にあ るもの程の困難 を感ぜず。 此の角閃岩 を貫 くもの竜南の蛇紋岩 中のも

の も、岩 脈の方 向は是れに貫かれたる岩石 の片理 ごは或 る角度 をなす。

珪長岩Felsiteは 字穴 口の角閃岩中に一 ケ所、叉字生 ケ谷の蛇紋岩 中に 四 ケ所あ

うて、小岩脈叉は岩床 をなす 竜、何れ 竜 著し く分解 して その岩石學的性質明かな ら

ず 。肉眼 にては暗茨緑色に してその質頗 る緻密 な う。 周園の ものに樹す る接鯛変質

の度 も飴6著 しか らざるが如 し。半花崗 岩.Apliteは 林道 の溝 に露 はる 蛇ゝ紋岩中に

一小露頭を見 るのみ にて
、石英 と長石 とより成 う、その長石は絹雲母 に変化 せ り。

絹雲母片岩Sericiteschistは 字生 ケ谷の林道 の崖に藪ケ所有b。 淡緑色片状 の岩石

にして 石英 ・絹雲母 ・斜長石 其他 よう成 り、波状 の剥理面 を有し、眞珠光澤を放つ絹

雲母片 を認め らる。 片理 に富み その 片理の方向は 凡そ 北 八十度 西 よう東西 を示

し、傾斜 は北 に七十五度位な るも、稲曲の度著 しき所多 し。本岩 と蛇紋岩 との境 は漸

移的なり 。火成角閃岩Amphibololite(=Hornblendite)は 字生 ケ谷東部 に方一米位 の

小露頭 あるのみにして、蛇紋岩 を貫け う。本岩 は粗粒塊状 にして暗緑色の岩石 な う。

而 して牛 自形・柱状の角閃石の結晶聞隙 を充 して、 臼色 の斜長石 を見 る。本岩石の詳

細 なる記載は他 の團地 にて記せ しが如 し。 以上の古期岩類を不整合 に蔽 ひて第三紀

層登達す。本團地附近 にては其 の最下部 に來 るものは礫石にして第 三紀層 の基底 をな

し、所 々に砂岩 の「レンズ」を挾む。當團地は殆ん ど全部此種の岩石 より成 う、その走向

は字生ケ谷 の南部 にては北三十度東 なるも、北す るに連れて南北 とな り。更 らにそれ

よう字穴口 に至 るに連れて走 向は逆 に北三十度西にな る。即 ち本礫岩 の走向はその不

整合線 の方 向の憂化に連れて、その方向を攣ず るを知 る。傾斜は一般 に西へ十度乃至

十五度 を示す。本礫岩 をなす礫 は圓磨 又は半圓磨 され角閃岩 ・角閃片岩 ・閃緑岩類 ・花

歯岩等 を主 とし、その翻別作用sorting充 分な らず。膠結物 は凝灰質の砂Nは 粘土様

の ものに して・新鮮 なるものにては凝灰 質の ものは黄褐色叉は黄白色をなし、粘土様

の ものは灰緑色を呈す るもの多 く、風化す るときは黄褐色又は黒褐色 とな る。 本礫

岩 はその礫の排列 も籐 う正 しか らざ る爲に、走 向傾斜 の測定頗 る困難 なるも、その間



に薄 き砂岩 等を挾有す る所 にては可成 り明瞭に知 らる。 當 團地南部にては、砂岩 の

所 は僅かに字極樂の西部 山頂部附近 に見 るのみ な り。概ね黄褐 色を呈 し厚 さ七・入米

に して北七十度西 に走 り西方へ十二度に傾斜 するも、北方穴 口附近に ては本礫岩層は

殆ん ど黄褐色 又は灰緑色の砂岩 とな 帆 礫岩は却つてその中に 「レンズ」状 をなす。

然れ ども走 向傾斜分布等 より推考 して、 この 北方 に砂岩 の登達せ るは 漸層撹曲等 に

起因す るものに非ず して、沈積相Faciesの 鍵化 に よるもの なるを知 る。 本岩より

成 る所は土地水灘 を保 ち難 く、地味瘠悪 にして所 々に不毛 の裸地 を生ぜ り。 本礫岩

層の厚 さは當團地 にては百米以下 な らん。 然 してその沈積 の籐 り規則正 しか らざ る

事・礫岩中の礫の翻別作用 を受 ける事の不充分 な る事、及び 沈積相の 憂化の著 しき

事 等 よ う想像す るに・本層 は極めて淺 き所 に沈積 せ しものな らん。 當團地内には標

準 とな るべ き炭暦の露出 もな く、且つ 化石 も皆無 な りし爲めに その地質時代 を決定

し難 きも、恐 らく長尾巧博士の古 第三 系始新世Eoceneに 属 すべ き、直方層群 中の

勝 田累層の下部 に相當す るものの一部分な らん。

鬼ケ浦團地の地形及び地質 鬼ケ浦團地は糟屋郡勢門村及び久原村に属し、金

出川北方 を東北東 より西南西 に走 る小丘陵地 を占む。字大浦の北境 及び 字高辻の南

西部並に鬼 ケ浦西南端の民有林 に接続 するの他は、概 して池沼 及び 田畑を以つて境

とす。但 し字高辻 の民有孕在地 は その 大部分高田炭坑の硬炭捨場 こな り、著 しく地

形 を変更 せ り。 字鬼 ケ浦は面積 四十四町二段四畝絵有 り、字高辻は四十九 町五段八

畝籐有 り。両者 を合す るときは 九十三町九段二畝籐有 うて 糟屋演習林 中最 も廣大 な

る面積 を占む。 本團地は低平 なる丘陵 をな し東 よう西に徐 々に低 下す るも、 よく注

意す るときは この丘陵 より区 別 さるる一つの段階地 をその丘陵の脚部 に見 る。 即 ち

蒲田池附近 に見 らるる海抜 五十米位の高距 を有す る段階地 な ウ。 これ 第二章 地形

の うち 「海蝕段階」 の所 にて述べ し海蝕段階な り。 先づ丘陵地 を見 るに西北 よう東

南 に走 る数條の平行線 に よりて切断 されて、其線 上にては丘陵の高距は特 に低 くして

鞍部 叉は谷状を なす も、本演習林 内の露頭のみ ようしては其平 行線 の性質を解明す

るを得 ざ るを遺憾 とす。然れ ども徳永 ・長尾雨博士は炭磧の資料 ようして この地 に西



糟屋演習林地形地質圖 第二

糟 屋 演 習 林

字 鬼 ケ 浦 字 大 浦 地 形 地 質 圖

断 層 走向 及傾 斜 植 物化 石 産地 凝灰 質 頁岩 凝 灰 質砂

頁 岩 互層

縮 尺 四 千 分 壷



北 よう東南 に走 る歎條の噺層 を引かれ居 らるるを見れば、假令雨博士の断層線が一致

し尤 る所 にあ らぎ るとは言へ・この地に断層のあ る事 は確實 な らん。故に先に述べ し

鞍部又 は谷 は断層により て生ぜ し、ケ7vンバ ツ ト(Kernbut)又1ま ヶル ンコノン(Kerncol)

な らん。而 して谷の登達は籐 り著 しか らず傾斜 竜亦緩にして、その谷壁の傾斜 竜頗 る

ゆ るやかな り。 次に海蝕段階 を見 るに、 その 表面頗 る平坦 にして谷 の ≧れを刻む事

竜頗 る少な く、 その成因並びに成生ぜ る時期等は第二章 「海蝕段階の地形」にて述べ

しが如 し。本團地をなす土地は その由來せる岩石の岩質の關係 よりして水灘 を保 ち難

く、地味痔せ所 々に不毛の裸地 を見 る。

字高辻及び字大浦 を構成す る岩石 は何れ竜頁岩 及び 凝灰 質頁岩 を主 とし、所 々に

砂岩 を挾む。字高辻の ものを見るに東部 即 ち下部は黄褐色頁岩にして、 その上端 に

石炭 を挾 む。高甲炭磯事務所の西方には厚さ数糎の石炭の露頭有 う。 これ即 ち「本組

炭層」な う。 本露頭の績 きは 現在にては 掘 り審 されて 野外にての 追跡は 不可能な

う。 その上 に來 るもの は ク リー ム色 を呈せ る凝灰質頁岩 にして 砂岩 を挾む事稀 な

6。 更に其の上 に來 るものは淡黄色の凝荻質頁岩 にして、 厚さ数糎 の黄灰色凝灰 質

砂岩 を挾む事屡々な り。 以上の岩石 は何れ竜凡そ北四十度西 の走 向を有 し、傾斜は

何れ も西南 に して十二度 よ6十 八度 の間にあ う。 所により ては四十度位の傾斜 を示

す所あ るも、 これは 断層の影響 に よるものに非 らず して、 その 下 に位せ し石炭 を掘

b取 られし爲めに土地が落込み し結果に よるものな6と 思 はるるもの のみな う。

徳永 ・長尾雨博士 に よれば この地 を噺層の走 るものあ らん も、地表の露頭のみにては

それ を決定 む得す。 且 つ雨博士 によ6そ の位置を異にす るを以つて、我奪 今回の調

査 に於てはこれ を地質圖上に記入す る事を差控へた り。

字大浦 にては字高辻の所にて述べ し クリー ム色の凝灰 質頁岩 より初ま う、 その上

に淡黄色凝灰 質頁岩 を有す。 その上 に淡黄褐色 ごクリー ム色の凝灰質頁岩 の累層在

う・ この累層は字鬼 ケ浦 の一部 に も及べ う。地層は概 して 北三十度 西 の走 向を有 し

西方 に十二 度内外傾斜 す。

以上字高辻及び大浦 に登達せし地 層は當地方 の主要炭層 を挾 むものにして、珪化木



を件ふ事多 きを特徴 とす。本地層は其の厚 さ大約二百五十米乃至三百米位 な らん。地

質時代は長尾博士の勝田累層上部及び宇美累層下部 に相當 す るものな らん。 以上の

地層の上に直 ちに整合的に來 るものは、字鬼 ケ浦に廣 く登達せ る淡黄褐色の凝灰 質頁

岩 ご凝灰 質砂岩 との互層 な り。下部 にてはその砂岩 と頁岩 とは各 々数糎 よう数十糎の

厚 さを有す。蒲田池南方にて白色凝灰質頁岩中 よ6不 完全な る植物化石一個 を得た り。

上部 にな る1ζ連れて疑灰質砂岩 はその厚 さを減 じ凝灰質頁岩は その厚 さを増 して、色

も淡黄色 に鍵 じ來 る。上述の地層は大凡北 五十度乃至四十度西 の走 向を有 し、傾斜は

西南 に十二度乃至十 六度位 を示せ り。 此所 にても断層 あるものな らん も其の位 置を

決定 し得ざ りし事前述の如 し。 本互層は其の厚 さ百五十米内外の ものに むて地質時

代 は長尾博士の宇美累層中部 に封比 さるべ きものな らん。然 して「切土」な る炭層 の

所在 する筈な るも演習林 内にては その露頭は一ケ所 も登見 し得 ざ りき。

第 四 章 岩 石

以上の地質を構成す る岩石は その種類甚だ多 し。其の主要 な るものを 列記 すれば

次の如 し。

1火 成 岩 類

L黒 雲 母花崗 岩

2.角 閃黒 雲母花崗岩

3.花崗 閃緑岩

4.石 英斑 岩

5.微花崗 岩

6.巨晶花崗 岩

7.半花崗 岩

8.石 英 岩

9.珪 長 岩

Io.石 英 閃緑 岩

Biotite granite. 

Hornblende biotite granite. 

Granodiorite. 

Quartz porphyry. 

Microgranite. 

Pegmatite. 

Aplite. 

Silexite. 

Felsite. 

Quartz diorite.


